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ー
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ム

﹇
天
保
山
﹈
で
は
、
２
月
13
日

（
日
）
ま
で
、
開
館
10
周
年
記

念
展
Ⅲ
「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
賛
歌

―
ポ
ス
タ
ー
芸
術
の
魅
力
」
を

開
催
中
で
す
。

画
家
、
素
描
家
で
あ
る
と
同

時
に
、
ポ
ス
タ
ー
作
家
と
し
て

も
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
史
に
大

き
な
足
跡
を
残
し
た
ア
ン
リ
・

ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト

レ
ッ
ク
（
１
８
６
４
年
〜
１
９

０
１
年
）。
彼
が
ポ
ス
タ
ー
作

家
と
し
て
活
躍
し
た
10
年
間
に

制
作
さ
れ
た
、
31
点
の
ポ
ス
タ

ー
は
、
斬
新
な
構
図
、
効
果
的

な
色
彩
の
使
用
な
ど
、
ポ
ス
タ

ー
の
世
界
に
新
風
を
吹
き
込

み
、
美
術
作
品
と
し
て
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
記
念
展
は
、
同
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が
所
蔵
す
る
、
ロ
ー

ト
レ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ
ー
全
31
点

を
中
心
に
、
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
と

同
時
代
に
あ
た
る
、
19
世
紀
末

〜
20
世
紀
の
ポ
ス
タ
ー
芸
術
の

展
開
を
た
ど
る
も
の
。併
せ
て
、

彼
の
ポ
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
た
時

代
背
景
や
、
後
世
に
与
え
た
影

響
を
、
シ
ャ
レ
、
ミ
ュ
シ
ャ
ら

が
手
が
け
た
、
数
々
の
名
作
ポ

ス
タ
ー
に
よ
っ
て
、
検
証
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
０
１
年
に
ロ
ー

ト
レ
ッ
ク
没
後
１
０
０
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
・
サ
ロ
ン
・
デ
・
サ
ン
」

展
の
た
め
に
、
世
界
の
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
１
０
０
人

が
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
さ
さ
げ

た
、
オ
マ
ー
ジ
ュ
ポ
ス
タ
ー
１

０
０
点
も
展
示
。
こ
れ
ら
す
べ

て
の
作
品
が
一
堂
に
会
す
る
の

は
日
本
初
だ
と
か
。
ポ
ス
タ
ー

文
化
の
立
役
者
で
あ
る
、
リ
ト

グ
ラ
フ
印
刷
機
の
展
示
と
実
演

も
（
元
日
除
く
毎
土
曜
午
後
１

時
〜
、
３
時
〜
）。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
。

入
場
料

大
人
１
０
０
０
円

ア
ク
セ
ス

地
下
鉄
中
央
線
大

阪
港
駅
歩
５
分
、
市
バ
ス
天
保

山
停
歩
３
分
、
海
遊
館
隣

問
い
合
わ
せ
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開館１０周年記念展Ⅲ「ロートレック賛歌―ポスター芸術の魅力」２月１３日（日）まで開催中

現代に受け継がれるアートに触れて
サントリーミュージアム［天保山］

サントリーミュージアム［天保山］
クーポン券持参でギャラリ
ー入場料２０％引き（５人ま
で）。２００５年２月１３日（日）
まで有効。※コピー可

クーポ
ン １９世紀末のパリの雰囲気が漂い、オシャレ。（２０

代・女性）▽こんなにポスターが面白いとは思わな
かった。（２０代・男性）▽前々からリトグラフがどん
な技法か疑問だったので、実演が見られて本当にう
れしかった。（２０代・女性）▽大きなポスターは迫力
があり、本や写真で見るよりずっと素晴らしかった。
（１０代・男性）

展覧会を鑑賞した人の声をいち早くキャッチ！

ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
に
さ
さ
げ
た

オ
マ
ー
ジ
ュ
ポ
ス
タ
ー
も
展
示

アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
ディヴァン・ジャポネ／１８９２―９３年
サントリーミュージアム［天保山］蔵


